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研究成果の概要（和文）：本研究は韓国語の敬語使用の変化を敬語の使用原則に生じている変化として捉え、尊
敬接辞-si-の対者敬語化および意思表現の対上位者的行為指示表現化の現象について、聞き手の違いによる容認
度の調査を通して語用論的諸要因を明らかにした。研究の結果、新奇な敬語と言える事物尊称-si-の使用が、対
面的な話し手―聞き手関係における「聞き手意識」に影響されている可能性が示唆された。また、新しい二人称
的行為指示表現-silgeyoはサービス業的文脈において、顧客的立場の相手に行為をさせる際のフェイス侵害に対
する一種の補償として、相手の意思で行為が行われるかのように敬語付きの丁寧な意思形で表されることが示唆
された。

研究成果の概要（英文）：This study examines changes in the use of honorifics in the Korean language 
as reflecting a shift in honorific principles. Specifically, it investigates the phenomenon of the 
respectful suffix -si- evolving into a second-person honorific and the transformation of intent 
expressions into directive expressions toward higher-ranking individuals. Through a survey of 
listeners’ assessments of the acceptability of these changes, various pragmatic factors were 
identified. The study results suggest that the adoption of the novel honorific form, referred to as 
the inanimate honorific -si-, may be influenced by “hearer consciousness” in face-to-face 
speaker-listener interactions. Additionally, use of the new second-person directive expression 
-silgeyo appears to serve as a compensatory strategy to mitigate face-threatening acts in 
service-oriented contexts by presenting actions as if performed with the addressee’s intention in a
 polite manner.

研究分野： 言語学

キーワード： 韓国語　語用論　敬語変化　尊敬接辞-si-の対者敬語化　行為指示表現-silgeyo　容認度調査

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、ソウル・京畿道在住の韓国人母語話者を対象に、現代韓国語における敬語の使用の変化を敬語の使用
原則の変化として捉え、聞き手の違いによる容認度の調査を通して、語用論的要因を明らかにした。近年の敬語
やポライトネス使用においては、聞き手の受容度に焦点が当てられつつある。一方で、韓国語の新しい敬語使用
については、それぞれに異なる次元の異なる機序によるものと理解されており、現代韓国語の敬語使用の変化の
全体像を探った本研究は意義深いものと言える。本研究の成果は、現代社会と言語の関係を理解する上で重要で
あり、韓国語学のみならず、対照言語学、社会言語学、語用論研究に対しても大いに資するものと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

 現代韓国語では敬語使用に大きな変化が観察される。具体的な現象として、第１に、素材敬語である尊敬接辞

-si-の対者敬語化がある。それは、①「americano nao-syeo-ss-seubnida.（直訳：アメリカーノ(が)出られました）」のよ

うなモノに対する尊敬語（主体敬語）の使用、および②「jeohui maejang-eun seil an ha-se-yo.（直訳：私どもの売り

場はセールなさいません）」など自敬敬語のように見える自分たちに対する敬語使用である（丁, 2013, 2016; jung, 

2019）。第２に、意思表現の対上位者的行為指示表現化がある。③「i jjog-eulo anj-eusi-lgeyo.（直訳：こちらにお

座りになられます；（意訳）お座りいただきます）」のような、上位者の聞き手に対する行為指示に一人称意思表現

を転用するものである（丁, 2019）。第３に、韓国語の伝統的特徴である絶対敬語の揺らぎである1。従来の研究

では、これらの現象はそれぞれ異なる次元の異なる機序によるものと了解されるにとどまり、全体像を探る包括的

な研究が行われていない。最近の現代韓国語における新しい敬語使用（2000 年以降）に対する実態調査は、接

客・サービス業界の従事者（話し手）に限定されている。しかし、申請者のこれまでの研究に基づくと、現代韓国語

の敬語使用においては、敬語に対する考え方が「聞き手意識」に寄りつつあると推察される。さらに、近年の敬語

やポライトネスの使用においては、聞き手がどのように受け止めているのかに焦点が当てられているが、韓国語の

敬語使用の変化が実際にどの程度受け入れられているかについては、これまで十分に検証されていない。そこ

で、本研究では、これらの敬語使用の変化を敬語の使用原則に生じている変化として捉え、「聞き手意識」の変

化の表れとの仮説に基づいて調査と考察を行った。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、現代韓国語の敬語使用の変化を、敬語の使用原則に生じている変化として捉え、聞き手の違いに

よる容認度を調査することを通して、語用論的諸要因を明らかにすることを目的とする。具体的には、次の２つの

現象に着目する。素材敬語である尊敬接辞-si-の対者敬語化と意思表現の対上位者的行為指示表現化である。

これらの敬語使用の変化について、聞き手の違いによる容認度を包括的（男女別、世代別）に調査し、語用論的

観点からの考察を行う。 

 

３．研究の方法 

（１）尊敬接辞-si-の対者敬語化  

 接客・ サービス業界で使用されている各種敬語表現のデータを収集、分類、選定する。調査協力者は韓国語

母語話者20代～60代以上の男女各20名の合計200名。調査協力者の特性は５世代、被験者の性別、サービス

業への従事・非従事、職業（6種類）の４つである。質問は、モノ敬語の７場面の表現について、店員の男女別、述

部の待遇形式が３タイプで、計42表現を作成した。オンラインで調査対象の表現を含んだイラストを１問ずつラン

ダムに提示し、１の 「とても違和感がある」から５の「まったく違和感がない」のリッカート尺度で、調査協力者に回

答を求めた。結果は、決定木分析で容認度を９つの変数で予測した。変数は、言語外的要因として、回答者属性

の性別、世代、職業（6種類）、サービス業への従事・非従事、場面的特性として、店員の性別、表現的特性として、

３タイプの待遇形式（格式的丁寧度の高い形habnida、尊敬接辞-si-を含んだhasibnidaおよびhaseyo）、文法的な

正しさである「統語度」、聞き手の文脈的な関与を示す「関与度」、提示される文タイプである。なお、自敬敬語に

ついては、6場面（6種類）の計36の表現を選定した。 

 
1 研究開始当初は、第３の現象である絶対敬語の揺らぎについても、韓国語の敬語変化の表れとして調査対象に含め

て分析を行う予定であったが、最終的には尊敬接辞-si-の新しい敬語使用にのみ焦点を当てて考察を行った。 



（２）意思表現の対上位者的行為指示表現化 

 事前調査として、文字化されたコーパス資料（世宗コーパスと延世コーパス）とシナリオ資料（1990年から2022年

までの20作品）を検索した結果、コーパス資料では-silgeyoの用例は見つからなかった。シナリオ資料では、数は

少ないものの２つのドラマから11個の用例を抽出することができた。容認度の調査では、実例の場面から-silgeyo

を使用した各種表現を収集し、15場面（15種類）の表現を選定した。調査協力者は韓国語母語話者20代～60代

以上の男女合わせて70名を対象に、-silgeyoの容認度を質問紙によって調査した。調査協力者の特性は、５世代、

被験者の性別、サービス業への従事・非従事、職業（6種類）の４つである。質問では15場面の２つの行為指示表

現（従来のへヨ体敬語形-seyo［～なさいます・ませ］と新しい-silgeyo[～なさいますね]）の合計30問をオンラインで

１問ずつランダムに提示して、１の「とても違和感がある」から５の「まったく違和感がない」のリッカート尺度で容認

度を尋ねた。 

 

５．研究成果 

（１）尊敬接辞-si-の対者敬語化：①モノ敬語 

 

図1 韓国語の新奇なモノ敬語の容認性に関する決定木分析 

 現代韓国語の新奇なモノ敬語「事物尊称」の容認性に関する決定木分析の結果、「述部タイプ」が最も強い影

響要因[F(2, 84)=405.21, p<.001]となった（容認度の高さ順に、habnida(M=3.68, SD=1.05)＞haseyo(M=2.94, 

SD=1.22)＞hasibnida(M=2.87, SD=1.26)）。尊敬接辞-si-を含んだ事物尊称の形が、標準的な表現より少し低い

容認度で現れた。次に強い影響要因は待遇形式によって分かれた。haseyo体では、「文タイプ」が現れ（F(4, 

28)=26.78, p<.001）、従来的な所有敬語文（場面1）が最も高く（M=3.34, SD=1.17）、文法的な問題の大きい文（場

面7）が最低となった（M=2.59, SD=1.21）。他の表現はこれらの間に入った。容認度が高めに出た文タイプと低め

に出た文タイプを検討すると、高めに出たタイプ（場面4, 3, 6）では主題の助詞-neun/eun（日本語の「ハ」相当）が
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使われていたのに対し、低めに出たタイプ（場面2, 5）では主部の助詞が-ga/i（日本語の「ガ」相当）であった。格

表示によって統語構造が意識されやすいと容認度が下がるのに対し、主題化され格表示が中和されていると述

部との呼応が緩やかになり、容認性が上がるものと推察された。３番目の影響要因は世代であった。一方、もう１

つの待遇形式であるhasibnida体では、「世代」の影響が２番目に強かった（F(3, 28)=44.14, p<.001）。50代の容認

性が最も高く（M=3.28, SD=1.18）、次いで40代（M=3.02, SD=1.30）、反対に最も低かったのが30代であった

（M=2.47, SD=1.24）。３番目の影響要因は、職業、性別、文タイプが異なる世代で見られた。なお、これら以外の４

つの変数は、３層目までに現れなかった。 

 以上をまとめると、まず、モノ敬語がある程度受け入れられていることがわかった。容認度への影響要因としては、

述部における待遇形式のほか、文タイプと世代が強く表れており、統語的な意識の強さや中年層といった世代に

おいて高く出る傾向があることがわかった。本研究の結果は、新奇な敬語と言える事物尊称の使用が、対面的な

話し手―聞き手関係における「聞き手意識」（滝浦, 2020）に影響されている可能性を示唆している。 

 

（１）尊敬接辞-si-の対者敬語化：②自敬敬語 

新奇な自敬敬語の hasibnida 体と haseyo 体において、文タイプによる容認度の差は認められず、相手＝客の

関与度が影響しているとの解釈は支持されなかったが、自敬敬語の容認度は従来からの正用法である habnida

よりは有意に低いものの、５段階評価の中央値である３に近い容認度が得られており、韓国語の新しい敬語用法

として一定程度受け入れられていることが明らかになった。このことは、現代韓国語の敬語に、「聞き手」に重点を

置く観点からの変化が生じていることを示唆している。また、容認度への影響要因としては、当の-si-の有無に加

え、世代、さらにはサービス業への従事・非従事が抽出された。世代では、40 代・50 代の世代が自敬敬語に対し

て寛容であるのに対し、30代が一番厳しく評価しているという結果となった。 

話し手自身を高める自敬敬語の使用は、韓国語の敬語使用の規範からは明らかに逸脱した用法である。しか

し、本研究の分析結果は、話し手が聞き手を常に高める必要があり、聞き手に対して最大限に敬意を払わなけれ

ばならないという接客・サービス業界という特定の社会的な環境の下では、積極的な言語ストラテジーとして解釈

される可能性を示唆するものと言えよう。 

 

（２）意思表現の対上位者的行為指示表現化 

従来の-seyo と新しい-silgeyoの２つの行為指示表現についての 70名の容認度を対応のあるサンプルのｔ検定

で比較した。その結果、15 場面のうち 11 場面において従来の-seyo のほうが-silgeyo よりも有意に容認度が高か

ったが、４場面では両者に有意な違いはなかった。さらに、-seyo と-silgeyoの２つの行為指示表現の 70名の平均

から階層的クラスタ分析を行った。さらに、15 場面の平均を２つの行為指示表現でプロットして、図３のような散布

図を描いた。そこに、15場面のｔ検定の結果を加えて、全体の結果が把握できるようにした。  

  図 2の結果を見ると、- silgeyoの容認度の違いによって、クラスタⅠからⅣの４つに分かれた。特に、横軸の値

が最も高い群であるクラスタⅠ（場面 12, 11, 8, 13 13）は新しい行為指示表現として受け入れられていることがわか

る。このクラスタでは、共通に、① 「営業的（業務上の）関係」、② 「サービス提供の文脈」、③ 「（擬似的）下の立

場から上への関係」、④「（日常的・反復的）動作指示から動作実行」であることの４つの特徴を有しており、検討

のための観点とした上記の４点が、結果的に容認度が高くなる条件でもあることがわかった。また、中容認度群と

言えるクラスタⅡ（場面 2, 3, 10, 9, 4）を見ると、４条件に満たしていないものがあるか、または動作というより無為の

状態に近い指示（場面 4）では、容認度が下がる要因であると思われる。他方で、低容認度群と言えるクラスタⅢ



（場面 7 , 6, 5, 15, 14）を見ると、４条件に満たしていないものがあるか、またはその場限りの行為指示であることが

わかり、それらが容認度を下げる要因であると見ることができる。なお、４条件を満たしていても、 定型化した形式

的なあいさつ表現（場面 6）や聞き手の利益にならない禁止表現を含んだ行為指示（場面 15, 14）では容認度が

低く出ている。なお、クラスタⅣ（場面 11）については、-seyo でも-silgeyo でも容認度が低かった。有意でない４つ

の場面（場面 8 , 13, 4, 1）については、

いずれも図中の斜線近辺に分布して、

新旧両表現形で容認度にあまり差がな

い。場面 8, 13, 4 は、有意差なしの例

でもあり、従来の-seyo と変わらない容

認度を得ており、病院・美容室や放送

関係などの場面では-silgeyo の使用が

かなり浸透していることがわかった。今

回の調査は、有意差がないという場面

そのものが、従来の-seyo 並みの容認

度を得ていることの証という意味になる。

場面 8, 13, 4 については、それらが新

しい行為指示表現-silgeyo のプロトタイ

プとも言えるだろう。なお、場面 1 は-

seyoでも-silgeyoでも容認度が低く、外 

                              れ値のようなものであると考えられる。                                                          

   以上を考察すると、新しい二人称的行為指示表現-silgeyo は、サービス業的文脈において顧客的立場の相

手に動作や行為をさせようとする際のフェイス侵害に対する一種の補償として、相手の意思によって動作や行為

がなされるかのように、敬語付きの丁寧な意思形で表されるものであることが示唆された。  

  本研究の結果は、現代韓国語の敬語に、「聞き手」に重点を置く観点（「聞き手意識」（滝浦, 2020））からの変化

が生じていることを示唆している。現代韓国語の敬語待遇表現は聞き手を意識しながらそれぞれの場面にふさわ

しい距離を図っている過渡期であり、これからも語用論的な機能が強くなっていくものと考える。 
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